
六
月
十
三
日
〜
十
四
日
、
国
労
東
日

本
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
別
組
織
対
策
交
流

集
会
が
神
奈
川
県
三
浦
半
島
・
マ
ホ
ロ

バ
マ
イ
ン
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
・
新
潟
・
神
奈
川
・
東
京
地
本

な
ど
全
体
で
六
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
潟
か
ら
は
、
加
藤
地
本
組
織
部
長

を
は
じ
め
、
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
海
渡
弁
護
士
に
よ
る
労
働

法
制
の
講
演
と
組
織
部
か
ら
問
題
提
起
・

拡
大
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場
・

分
会
か
ら
は
、
現
状
な
ど
が
分
散
会
で

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
分
散
会
で
出
さ
れ
た
問

題
点
な
ど
議
論
し
、
今
後
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
別
の
発
表
・
各
地
方
か
ら

の
報
告
な
ど
や
、
最
後
は
組
織
部
の
総

括
で
中
味
の
濃
い
二
日
間
で
し
た
。

六
月
十
一
日
、
貨
物
会
社
は
、
対
前

年
度
比
０
・
０
７
ヵ
月
分
減
の
「
１
・

５
８
ヵ
月
分
」
の
回
答
を
し
ま
し
た
。

国
労
本
部
は
、
十
一
年
連
続
の
ベ
ア

ゼ
ロ
と
定
期
昇
給
の
六
ヵ
月
繰
り
下
げ

と
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
削
減
す
る

と
い
う
経
営
陣
の
姿
勢
に
対
し
厳
重
に

抗
議
し
、
再
回
答
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

本
部
は
、
抗
議
行
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
職
場
か
ら
も
、
貨
物
会
社
の

姿
勢
に
対
し
て
、
抗
議
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。今

号
で
６
９
８
号
に
な
り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
方
々
の
御
協
力
で
、
こ
こ
ま

で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

残
る
は
、
あ
と
一
号
で
年
間
三
〇
号

達
成
に
な
り
ま
す
。
文
芸
関
係
の
特
集

で
す
が
、
現
在
、
関
係
者
な
ど
問
い
合

わ
せ
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
合
員
・
退
職
者
の
方
々
の
文
芸
な
ど

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
地
本
・
教
宣
部
）
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6月13日～14日

神奈川県三浦半島

マホロバマインズ

★素顔や人なりの紹介は？

１問１答や一般的な談話形式だ

けでなく、相手の素顔や人なりが

十分に伝わらない場合があります。

そのときには、インタビューし

た書き手自身が見たこと、知って

いること、あるいは感想などを書

き込んで補強する必要が出てきま

す。

カギカッコ「」でくくって相手

の言葉を引用しながら、書き手の

地の文で補強してまとめていきま

す。

沢山の組織拡大成功例を聞き、刺激され

ると同時に新潟地本も何日かは・・と参加

者の意識向上が感じられ、有意義な交流会

でした。

学んだ事を職場・分会等でも出して行け

るよう、私自身も先頭に立って頑張ります。

最後に参加された9人の方に感謝します。

★ 加藤組織部長 ★
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